
・中空知地域の畑作物は、水稲主体の経営の中で転作の重要作物として位置付けられている。
今後、水稲を中心に規模拡大が進むと想定される中、経営における畑作物の位置付けは一層高
まると考えられる。一方で、秋まき小麦の地域平均収量は空知管内平均に比べて100kg/10a程度
少なく、年次変動も大きい。
・水稲地域における畑作物の安定生産のため、栽培技術の習得が求められている。

取組名：安定生産と効率化による地域農業の永続化

実施地区の概要と課題

今後の展望

令和７年度 畑地化促進事業

実施した取組内容など

■12/3～5 水田地帯における畑作物の収量安定化に向けた事例調査

水田地帯の小麦において、高い収量性を確保している愛知県（高岡
地区、西三河地区、西尾地区）の取組みを調査した。

■12/23 ＪＡたきかわ 冬期講習会

空知農業改良普及センター 中空知支所

■重粘土ほ場における排水対策の提案

事例調査結果等をもとに、中空知地域の排水不良ほ場に
対する改善策を提案した。排水対策は次年度以降、重点プ
ロジェクト課題として中空知支所全体で取り組む。
各地域に実証ほを設置し、土壌の特性、排水不良要因を

調査する。ほ場の状態に応じて機械施工や緑肥を組み合わ
せ、土壌の透排水性の向上及び地力増進を図る。

実施地区など

滝川市江部乙地区

（関係団体）空知農業改良普及セン
ター中空知支所、JAたきかわ、滝川市

写真１ 明渠の整備された小麦ほ場

粘土質の高い水田での小麦栽培を前提と
して、湿害耐性の高い系統選抜や、徹底し
た排水対策、生育指標に基づく施肥管理を
行い、収量・品質の安定化を実現していた。
排水対策や施肥管理は中空知の水田転作

畑の課題に通じるものであり、今後の麦作
振興に有益な知見を得た。

今年産の作柄と次年度産小麦の栽培管理
方法について提案した。安定した小麦生産
のために、適切な茎数での栽培と、生育に
応じて追肥量を加減するよう助言した。

図１ 講習会で追肥方法について説明

写真２、３、４ 排水対策の提案に向けた調査の一例


